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本書は、国際土壌年（2015年）の世界土壌デー（12月5日）に、国際連合食糧農業機関（FAO: Food and Agriculture 
Organization of United Nations）と土壌に関する政府間技術パネル（ITPS: Intergovernmental Technical Panel on Soils）によ






























農業機関（FAO: Food and Agriculture Organization of United Nations）が主催する地球土壌パートナーシップ（GSP: Global 
Soil Partnership）に対する科学的な諮問・助言委員会である土壌に関する政府間技術パネル（ITPS: Intergovernmental 

































































































































































































































































































































































10.8 t / ha /年から7.4 t / ha /年に減少したことが報告さ
れている。また、同じ期間に風食の速度は8.9 t / ha /年







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































????? ?? ?? ????? ??
土壌侵食
本地域全体に広く分布している。地滑りは、高地での土地利用により
加速される。 ↙ ● 㾔
有機炭素の変化
有機炭素の減少は、森林伐採、草地の耕起および単一栽培で加速され









































































































































????? ?? ?? ????? ??
土壌侵食
風食と砂嵐はこの地域全体の問題である。発生源における砂の固定は















域や産油地域で大きな問題となっている。 ↙ ● ●
土壌被覆
住宅地、砕石および道路などの拡大が問題である。土壌被覆や土地転
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c/330570/
3）  SSIF (Soil Survey Inventory Forum), 改訂世界土壌憲章2015, http://soil-survey-inventory-forum.net/
4）  地球土壌パートナーシップ（GSP）のピラー（計画の柱）は以下の通りである。
ピラー1：【管理】土壌を保護・保全し、持続可能な生産性を確保するための土壌資源の持続可能な管理の推進。
ピラー2：【啓発】土壌に関する投資、技術協力、施策、教育、啓発、および普及の奨励
ピラー3： 【研究】対応の優先度や生産、環境、および社会開発との相乗効果に焦点を当てた土壌に関する研究開発
の推進
ピラー4： 【情報】土壌データと情報システムの整備改善：データ収集、分析、検証、報告、モニタリング、および
他データとの統合
ピラー5：【標準化】土壌資源を持続可能に管理し保護するための調査方法や指標の標準化
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よび実施に確かな科学的根拠を与える研究プログラ
ムを支援する。
●　政府のあらゆるレベルにおいて政策方針や法規に持
続可能な土地管理の原則や実施を盛り込み、できれ
ば国家レベルの土壌政策の策定につなげる。
●　気候変動への適応およびその緩和ならびに生物多様
性の維持の計画立案における土壌管理の実施の役割
を明示的に検討する。
●　人間の健康と福祉を保護し、人間、植物および動物
にとって脅威となるレベルを超えて汚染された土壌
の改善を促すために、一定のレベルを超える汚染物
質の蓄積を制限する規制を制定し、実施する。
●　国の土壌情報システムを開発・維持し、地球土壌情
報システムの開発に寄与する。
●　持続可能な土壌管理の実施と土壌資源の全体的な状
態を監視する国の制度や枠組みを開発する。
国際組織の行動
●　地球規模の土壌資源の状態と持続可能な土壌管理の
手順に関する公式報告書の作成と普及を促す。
●　高精度・高分解能の地球土壌情報システムを開発
し、それが他の地球観測システムと統合されるよう
にする各方面の取り組みを調整する。
●　持続可能な土壌管理の取り込み、実施および監視を
可能にする適切な法制度、組織およびプロセスを確
立するために、要請に応じて各国政府を支援する。
より具体的には、ITPSは地球土壌パートナーシップの
各ピラー行動計画 5）に示された優先課題に配慮する。そ
のために、以下の取り組みが重要である。
●　いつ、どこで土壌機能が損なわれつつあるかを特
定するための観測・予測システムの劇的な改良（ピ
ラー4および5）
●　緊急の対応が必要であったり、自給農業への依存
度が極めて高い地域に対する、広範囲にわたる持
続可能な土壌管理の実施。（ピラー1、2、3）
●　持続可能な土壌管理を実施するためのガバナンス
の改善とより効果的な制度設計（自発的ガイドラ
インの準備を手始めに）（ピラー1、2）
●　資金動員の円滑化と次世代の土壌の専門家の教育
訓練（ピラー1、2、3、4）
国際土壌年である2015年は、今後数十年の間、世界の
土壌が直面する課題が明確に指摘された年として記憶に
とどめられることになるだろう。私たちは、第2次世界
土壌資源報告書が公表される予定の2020年までに、こ
れらの課題解決への取り組みに大きな進展のみられるこ
とを願う。
